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イネノシントメタマバエの生態と防除

に関する研究

日
, , 
lnJ 輝 札

熱鬱農業研究センター

虹孔場所： Pan Rice Experiment Station リ）1忙伐数も多く被古が増加するa晩柏てはその訓lりか

Cl. uengrai, Thailand 紅豆縮されるため被害が減少することか判明した。 ＾ 

馬i:{J: 期間： 1963年 tJJ 12日より現在主で 方，乾期中のクマバニの被冑は(),:-s5°o以下で牛息密厖

研究協JJ者： Precha Vungsilabut, Thep Lekagul (f)堺加か認められ衣かっ

1 耕柿的方法、 1守に移柏日がタマハニ-.の被害、し収 2 耐虫付晶柿利用

斌に及ばす影響 India麟 tび日本稲型296品稀につし・て耐虫性晶種（／）

Thailand北叫： Chiengrai地力のf屑『I'>/脊は 6月j番種 採索をhiこっ！こところ（］・ゲ真 1). イント1崖JぅEK12(氾

，｝］移柏, 12月収穫である，．こ(/)期間中にイ不ノシン と 1252が極強てあ,Iこ育柿乳［と協同で EKな文配

トメタベ',:ェ（以ートタマバエと略称），/)被胄を「叩閤C

き． しかも多収嬬を得る廿か期につし、て検討した結果は

第 l図のとおりで， Dawk Mali-3 (感光性） むよこご

Leuang Tawung (非感光性）両晶種とも早柏え ((i~

7月）に比へ晩柏 (8月下旬）で彼害が少なく，穂数．

収斌共に増加しこまに，移柏日の早晩によるイ不八

'I清状況とタマベ .CLf/)茫牛と,})関係は第 2 1, 2 I叉[7l

と芦りでりlj刑Iえはカ：：i屋生長期間が』＜くなり，タマハニ
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第 1図 イネの移植日がタマハエの被害なら

びに収量に及（ますえいきょう 0 Pan 

Rice Experiment Station (1970) 

写真 1 耐虫性検定圃場にて，手前中央部は殆ん

どタマバエによる被害 PanRice Expt. 

Station (1969) 

鳳本とし， タイリ）焚励品種と文雑しこ結果，棒強に屈

する20系統を選抜しに例えば (17-lLTxIRS)xEK

1263 (F砂， (1+-1 LT x IR 8) x EK 1263 (F,), (17-1 LT 

xIR 8xEK 1252) xGP;2-・T(N)1 (Fり‘界で， り冗）が

艮く，短屈多収穫，米質怜につし、ても選抜の対象に

してし、る。また，抵抗性機構こつ lヽ ては第 3/メ］のとお

:)で，タマバニ幼虫が稲体食人後，幼虫に発育がみら

れず 1令虫0)ままであるて；認そらく幼虫J)発育をll且害

するかまたは栄査的に不足したもり）があると推定して

しヽる C)

3 殺虫剤による防除

日本製粒剤12種につし、て試験を行なっに結呆は第 i

図のとおりで，ダイアジノン 30'0の防除効果は優．れ

た。施用鼠は有効成分でヘクタール当り 2kgで，施

用nか期は移柏後14日と28日めの 2回であった0 1同地
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第 2-1図 イネの生育状況とタマバエならびに天敵昆虫の発生変動との関係

Pan Rice Experiment Station (1969) 

EK  126ふ Dawk 1'1ali 3 

）
 

）
 

nゞ5

、、

1

1

 

発
育
ス
テ
ー
ジ
個
体
数

l令幼虫

10 15 20 25 

孵 化後 H数

c, 10 15 20 25 

孵化後 H数

第 3図 抵抗性および感受性2品種間における

タマハエの発育

Pan Rice Experiment Station (1970) 
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第 4図 BHCおよびダイアジノン粒状殺虫剤の

効果

Pan Rice Experiment Station (1969) 
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第 2-2図 イネの生育状況とタマバエならびに天敵昆虫の発生変動との関係

Pan Rice Experiment Station (1969) 

用ぱ効果なく， 3回は 2回と同等の効果を認めたc ダ

イアジノン処坪区ぱ増収を認めた＾乳剤は防除効果が

なか，，た。

施用睛期の推定方法は第 5図のとおりで， イネの生

有期間中，播種後28~45 日めに最も被害が裔く，幼穂

形成期から出穂期まではタマバニの死亡率が高く被害
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が減少した。つまり，タマバニは栄養生長期に主とし

て繁殖するので， 25日苗を移植後は14日めが第 1回の

本田での施用適期であった名実際には本田移植後最初

のゴールが出現したらすぐ施用するよう指導してい

る。また，早期防除は天敵昆虫に対する影響がないこ

とも利点である。

14 28 42 56 70 84 98 

播種後'l:ffU数

第 5図 イネの生育とコールの発生しやすい時期

との関係

Pan Rice Experiment Station (1968) 

タマバエの発生生態

1 タイ国内のタマバ工の分布

第 6図のように東部，東北部北部に分布し他切）地

域から認められない。これは 7~9月にかげて 27℃ の

気温帯に入っている。この 3カ月はタマバ工の生息密

度が著しく増加する時期で， しかも雨量も多くなる時

期であることからタマバ工の増殖活動に適した条件が

ljえられていると考えられた。

2 タマバニの発生変動に及ぼす気象的要因につい

て
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水田における稲の発育とタマバニ J)発生閃係は

第2-1.2図に，また．予寮灯による捕殺騰米状況と気

温， 1,ド］量の関係は第 7-1,2図のとおりである Cc、タマハ

二は 4月からl廿現し 9月に最も増加し11月中旬に終息

する。つまり年間 9ttt:代を経過するか本田では 7且代

経過した。

1) 気温とり関係
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第 6図 タイにおけるタマハエの分布（横線の部

分）と 7月28-26"('等温線との関係

1937 ~ 1960年統叶より

第 72図 稲作シースン中のタマハエの発生と気

温雨量との関係

Pan Rice Experiment Station (1969 J 

'c 
20 

9バ一三ニロニニ三二三
10 

!Oil 
•C J

I
'
 

ふ↓

9

9

 

,
J
'
↓
 

‘ヽ

mm  

SO 

透役数i成虫 i

200 
?l 

12 

1968 1969 

2
 

3
 

4
 

5
 

6)」

第 7-1図 乾期と苗代期におけるタマバエの発生ならびに気温雨量との関係

Pan Rice Experiment Station (1969) 
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タマバ工じ）羽化と洋卵に対する好遥温度範囲は23~ なかった。 9月に人り被害は最峠に止し10月から 11月

2TCで， 牛息密笈が増加するときの平均気温範囲は にかげて被古が低くなり 11月中iUには終焦した, 196H 

2□ 2TCであったへ 年の被害茎本は場所によって異ぢるが25~659aであ→

2) 雨鼠：または水分との関係 fこ0 1969年は， Chiengrai地方ぱタマバ .X.(}_)多発生年

稲『1期間中水田での第 2世代と第 3侃代リ')壻殖が最 （万真 2) となりイネに甚大な般害を与え，殆んと8:i

も屯要である。この煩は 8月中に当り，各年とも 200

~300mm の降雨があり， 8月中旬前後り 2週間は焚

人で温度もきわめて而；iし、 J)で，成虫の牛存，廂卵，孵

化食人に好忍であ｀）に（）その上水稲は分けゾうfiI盛な時

期であることも致して増り直に好炭塙か与えられた，

一方乾手は， タマバ工は中間寄主柏物1/)~I:ーに点にいる

が，水分り供給いあるところでは，きわめて低密度は

がらタマベニハ羽化がみられたC : 水分仇給が中間寮主

机物の生行をりながし，そのためタマバエリ）発行が行

匁われたもグ）てある，乾燥したf:地にn牛ずる寮主柏

物からはこ il)期間タマベニは羽化しば1、'c j薗常' -l月

I、11)のI砕雨後から羽化がみられる，、叶、］まとは水分供給

はタマバ工の発生に車要な囚jこである r

:l) その他J)気象史囚につして

日射時間，こ尺量，湿度はタマバエ())屯息密度の増絨

｀•こぎびしく関係してし、る c, Chiengmai と LampangJう

2 J附1水 Ill地鬱でクマバ工の密度が低し、原1人1v>・ つに

は長し、日射時間りため湿度が低く仄り成虫{/)'1召ぃ附

卵，孵化等り薯しし、低ドがみられた-乾期にタマバェ

が壻禎できなし、罪由り）でつである＾

3 Chiengrai地方におけるクマバ工の被甚調査

1%8~69年は最北端の Maesai から印ぅ l'aYao まで

I) 160kmを 15km詞きに， 1970年は天敵昆虫り）寮11_

活動閾杏屯かねて， Lampangと Chiengmaiも加え合

叶 18 カ所を月に 1~2 回調杏した結呆の一部は第 8 図

＇］）と誌りであるや各地の水稲とも 7、,8月は被害が少

'りむ，`

，
 

、
）（
 

J
 

（
｀
 

ー

/
i
 

ー

＇ （ 
L
J
 

被

古

ギ

半

6
 

7
 

8
 ，

 

10 11)] 

第 8図 Pan Rice Experiment Stationにおけ

る 1968~1970年間の被害変動

写真2 被害茎率 80笏以上のイネ

Pan Rice Experin:ent Station (1969 J 

％内外に追した、へ 1970年は 3県とも 1968年と同緑J)板

内であった，，タマバ工の多発牛は :1~ 5年おぎにく的

かえされると百われる。 Chie11gr3iの Paruak地方で

は 3カ年とも被害5051クに及んたりはむしろ例外的でも

ろうう怪梱は 5月播種10月収穫たか， 6月からタマハ

工cJ)餃害がみられ 3カ年とも20°6内外0)被古茎半で粁

過したr

4 タマバ工の発育ステージに閃する研究

1) 成虫

好命は2.28日．、『均産卵数ぱ221.26個，卵巣内卵数

ぱ276.12個，産卵時刻は24時~1 時であった。予寮灯

には21-22時に多く飛来した。成虫の羽化時刻は22闊

にヒークがあり，羽化後24時間を経て産卵を開始しだ—

2) 卵

産卵ぱ葉身と葉鞘に行なわれ，特に葉身の災側に多

く産付した 20日苗では第 4策に集中的に産下し

卵期間は3.22日，孵化時刻は午前 3時頃ピークがあ

fこ孵化率は湿度60劣以上で 8割におよんだ，

3) 幼虫

幼虫は 3令を経過する。孵化直後幼虫は葉鞘の間閣

をぬって生長点に潜入し，小柏円形の居室を作る こ

こで第 1令期間は 4日， 2令は 6「1. 3令は 4日でず

幼虫期間は14日であった＾
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4) 前蛹と輛

前蛹期間は 3日，蛹は 5日であった。蛹はゴールの

基部で踊化後，ゴール内をよじ登り，スポンジ部に到

逹後頭部の突起でゴール避を破り体前半を露出したま

ま固定し羽化する。羽化に要する時間は 1~2分間で

あったc

5) ゴールの伸長とタマバ工発育ステージとの関係

幼虫時期にはゴールは稲体内部にあり外見上みえな

い。前蛹期からゴールは著しく伸長しはじめ鮪期には

稲体外に出現し 1日3cmの割合で仲びた（第 9図）。

ゴールは葉鞘が伸長したもので，恐らくホルモ 1/分泌

が閃与しているものであろう。 1世代期間は20~25日

であった。
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第 9図 タマバエの発育とゴール形成伸長との関

係

Pan Rice Experiment Station (I 969) 

5) 中間寄主植物に関する研究

・しナカ年の間に発見できた中間寄主柏物（以下寄植ビ

略称）は， (1)野牛稲， /2)Ischaenum aristatumカモノ

写真3 中間寄主植物の一種 Paspalumsp、

中央にゴールが 1本みえるっ

Payao, chiengrai (1969) 

ハシ， (3)Echinocloa colnu叩， (4)Paspalum sp息('ゲ

真3),(5) Leersia sp. の5種であった。

11月中句からタマバニは寄柏へ移行し産卵食入し

た。これらから羽化した成虫は水稲で発育したことか

ら同一種と認定された。カモノハヽンから羽化した成虫

ぱ小形で体は暗色でゴールの長さも短かかった。これ

ぱ栄蓑条件が関与していると推察された0 野生稲では

幼虫の生存率が高く水稲同様であったが， 2および 5

の寄植では死亡率が高く越夏（乾期中の愈）できる個

体ぱわずかであった。タマバエの寄植としては野Iド稲

が第一で1月期の発生源となり，次いで(4)および(2)の順

にタマバエ 1/)好嗜が認められに通常，乾期にはタマ

バ工は寄柏の中で 1~2令幼虫でずごずことが判明し
、.,
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第10-1図 天敵昆虫とタマバエの相互関係

Pan Rice Experiment Station l 1970) 
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第10・・2図寄生蜂群間の勢力関係

Pan Rice Experiment Station (1970) 
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第11-1図 天敵昆虫とタマバエの相互関係

Sanpatong Rice Experiment 

Station (1970) 
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第11-2図 寄生蜂群間の勢力関係， Sanpatong

Rice Experiment Station (1970) 

6) タマバエの天敵昆虫に関する研完

3種の膜翅目昆虫と 1種の捕食虫（オサムシ科）を

認めた0 Chiengrai, Lampang, Chiengmai'.'l県下でタ

マバエ｛同体群に及ぼす天敵昆虫の寄生効果は第10, 11 

図のとおりで， Chiengrai と Lampangではクロタマ

ゴバチ科の多胚生殖昆虫が最も有力で寮生効果が署し

く1970年は50~60%の寄牛率に述したC 8月中旬から

出現しはじめ， タマバニ終姐の11月中旬まで寄生率は

順次高まった。 ーづ方タマバニ多発年の1969年は25も内

外の寄生率で低かったことから，発生の多少に天敵昆

虫が関かしていることが伺えたっここ数年来 Lampang:

では多発生がないが，原囚の一＾つとして天敵昆虫の活

動があげられた。 Chiengmai では， Pteromalidaeや

Eupelmidaeの寄生蜂が 7月中の苗代のタマバニを攻

撃し，寄生率80~90,96に逹し，その後本田でもタマバ

工の生息密度が低く経過したことから天敵昆虫の重要

性は見逃がせなし、ヘ
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トウモロコシ幼笛に対するべと病菌

Sclerospora sacchariの人工接種

君 袋薗よ

熱常農業研究センター

ゲ

駐了五場所： Taiwan Sugar Experiment Station. 

Republic of China 

駐在期間： 1970年 5 月 ~1971年 9 月

研究協力者：

1968年 9月農林水産技術会議り主催により東京で開

偲されたシンポシウム“東南アジアにおげるトウモロ

ニシ牛南の現状と今後の問題点”で，東南アジア地域

におし、てはべと病 (downymildew)がトウモロコシ

リ）直嬰な病古となうていることが明らかにされた。ま

た，そ J)後梶原もインドネシア，フ iリピンおよび台

誇における畑作病害の調査 (1969年 1月-2月）てそ

の電要性を確認報告してし、る．、

トウモロコシベと病菌として，現在，次の 9種が報

告されてし、る。

Scleropora philippinensis W心 ton

Scleropora maydis (Rae.) B叫

Scleropora javanica (Rae.) Palm 

Scleropora spontanea Weston 

Scleropora sacchari Miyake 

Scleropora sorghi (Kulk.) Weston and Cppal 


	名称未設定

